















































































School Stressors and Effects of Stress Coping Strategies in Junior High School Students：
Focused on Stressors in Relationship among Friends and Stressors in Study
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１因子から ｢サポート希求｣ ｢問題解決的対処｣ ｢あきらめ｣
｢気分の改善｣ ｢思考の肯定的転換｣ と命名した｡ 三浦･坂野
(1996)では ｢積極的対処｣ としてまとまっていた項目が､ 本
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ポート希求｣ とは.13(ns)､ ｢問題解決的対処｣ とは－.12(ns)､
｢あきらめ｣ とは.63(p＜.01)､ ｢気分の改善｣ とは.21(ns)､








たコーピングは ｢サポート希求｣ ｢気分の改善｣ ｢思考の肯定
的転換｣ コーピングであった｡ 第１因子の ｢サポート希求｣
コーピングから ｢抑うつ｣ へは－.20(p＜.01)､ 第４因子の
｢気分の改善｣ コーピングから ｢抑うつ｣ へは－.49(p＜.01)､
第５因子の ｢思考の肯定的転換｣ コーピングから ｢抑うつ｣
へは－.13(ns)､ ｢不安･心労｣ へは－.53(p＜.01)､ ｢ストレス
症状｣ へは－.63(p＜.01)､ ｢身体症状｣ へは－.17(ns)であっ
た｡
ストレス反応を増加させていたコーピングは ｢問題解決的
対処｣ ｢あきらめ｣ コーピングであった｡ 第２因子の ｢問題
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解決的対処｣ から ｢抑うつ｣ へは.43(p＜.01)､ ｢不安･心労｣
へは.47(p＜.01)､ ｢ストレス症状｣ へは.52(p＜.01)､ ｢身体症
状｣ へは.74(ns)であった｡ 第３因子の ｢あきらめ｣ コーピン
グから ｢抑うつ｣ へは.21(p＜.01)､ ｢不安･心労｣ へは.42(p＜
.01)､ ｢ストレス症状｣ へは.51(p＜.01)､ ｢身体症状｣ へは.48




相関は､ ｢サポート希求｣ とは.14 (ns)､ ｢情報収集と励まし｣
とは.47(p＜.01)､ ｢思考の肯定的転換｣ とは－.15 (ns)､ ｢問
題解決的対処｣ とは－.23(ns)､ ｢あきらめ｣ とは－.28(p＜
.01)､ ｢気分の改善｣ とは.35 (ns) であった｡ 学業ストレッ
サー群の生徒は､ ｢情報収集と励まし｣ ｢気分の改善｣ コーピ







｢問題解決的対処｣ であった｡ 第１因子の ｢サポート希求｣
から ｢身体症状｣ へは－.51 (ns) の影響が見られ､ ストレ
ス反応としての特に身体症状をわずかに緩和･抑制させる働
きを持っていた｡ 第３因子の ｢思考の肯定的転換｣ から ｢抑
うつ｣ へは－.32(p＜.01)､ ｢不安･心労｣ へは－.24(p＜.05)､
｢ストレス症状｣ へは－.37(p＜.01)であり､ ｢身体症状｣ 以外
のストレス反応を緩和させていた｡ 第４因子の ｢問題解決的
対処｣ から ｢抑うつ｣ へは－.80(p＜.01)の影響があり､ スト
レス反応､ 特に抑うつ傾向を緩和させるコーピングであった｡
ストレス反応を高めていたコーピングは ｢情報収集と励ま
し｣ ｢あきらめ｣ であった｡ 第２因子の ｢情報収集と励まし｣
から ｢抑うつ｣ へは.28(p＜.01)､ ｢不安･心労｣ へは.28(p＜
.01)､ ｢ストレス症状｣ へは.40(p＜.01)､ ｢身体症状｣ へは.63
(ns)であり､ 全てのストレス反応を増加させていた｡ 第５因
子の ｢あきらめ｣ から ｢不安･心労｣ へは.88(p＜.01)､ ｢スト
レス症状｣ へは.78(p＜.01)､ ｢身体症状｣ へは.48(ns)の影響
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研究で新たに抽出された ｢気分の改善｣ コーピングは ｢問題
解決的対処｣ と共に ｢積極的対処｣ という一つの因子にまと
まっており､ ストレス反応を高めるコーピングであった｡ し
かし本研究では､ ストレッサーに対して積極的に働きかける
コーピングは ｢問題解決的対処｣ と ｢気分の改善｣ という２













ことが明らかとなった｡ ｢あきらめ｣ コーピングは､ 一時的
なストレス回避であって結果的に問題は何も解決されること
はないため､ ストレス反応が増加すると推測できる｡




























ものであった｡ しかし ｢思考の肯定的転換｣ コーピングは､
学業ストレッサー群では活用されていないコーピングであっ
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ラザルスＲ.Ｓ･フォルクマンS. 本明寛･春木豊･織田正美(監
訳 ) 1991 ストレスの心理学 実務教育出版
(Lazarus, R.Ｓ., ＆ Folkman,Ｓ. 1984 Stress, ap-























高山巌 1993 ケースに学ぶ中学生 上里行動療法ケース研
究９ 登校拒否Ⅰ 岩波出版社 91-96
寺嶋繁典･日高なぎさ・宮田智基･岡田弘司･田中･英高 2002
小中学校におけるストレス･マネジメント教育の指導
案開発に関する実践的研究 関西大学 『社会学部紀要』
33(３),137‐171
付 記
本研究の実施にあたり､ ご協力をいただいた中学生の皆さ
ん､ ならびに調査の取りまとめをして下さった先生方をはじ
め学校関係者の皆様に心より感謝します｡
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